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◎新型コロナウイルス
　感染症への対策

 「新しい人財育成」への
チャレンジ

3

 「新しい夢・希望」への
チャレンジ

4

令和 4 年度一般会計予算の内訳

歳　入 歳　出

歳  入  総  額

1兆2,817億円

歳  出  総  額

1兆2,817億円

31.1％県税
3，981億円

1.6％

使用料および手数料
162億円 1.3％

繰入金
213億円

0.6％
分担金および負担金
83億円

16.4％
国庫支出金
2，106億円

11.1％
諸収入
1，418億円

15.3％
地方交付税
1，967億円

4.1％
地方譲与税
532億円

10.2％

0.6％
その他
72億円3.0％

総務費
383億円

23.4％
保健福祉費
3，001億円

20.5％
教育費
2，625億円

12.4％
諸支出金
1,594億円

4.8％
警察費
623億円

地方消費税清算金
1，303億円

7.4％
県債
949億円

0.9％
企画開発費
111億円1.1％

生活環境費
145億円

0.4％繰越金50億円

0.5％
その他
53億円

11.2％
商工費
1,431億円

3.3％
農林水産業費
420億円

11.4％
公債費
1，460億円

7.4％
土木費
952億円

主 な 事 業

　次回の、令和４年第２回定例会は、6月6日から20日ま
での15日間の会期日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

6. 6 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 火 休会（議案調査）

8 水 休会（議案調査）

9 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

10 金 本会議（一般質問・質疑）

11 土 本会議（一般質問・質疑・議案常任委員会付託）　
※「休日議会」

12 日

 13 月 休会（委員会審査準備）

14 火 休会（常任委員会）

15 水 休会（常任委員会）

16 木 休会
（新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会）

17 金 休会（議事整理）

18 土

19 日

20 月 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

「
休
日
議
会
」を
開
催
し
ま
す

　

県
民
の
皆
様
の
政
治
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、

６
月
11
日（
土
）に
「
休
日
議
会
（
13
時
開
会
）」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
傍
聴
の
問
合
せ
先
】
茨
城
県
議
会
事
務
局
・
議
事
課　

☎
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２
９
・
３
０
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・
５
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駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
命
全
権
大
使
の
県
議
会
来
訪
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
し
た

※
「
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使 

茨
城
県

議
会
来
訪
記
念
行
事
」
は
こ
ち
ら

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

○医療提供体制の充実 （596億5,600万円）
○ワクチン接種体制の強化 （106億3,300万円）
○検査体制の拡充 （115億1,000万円）
○小学校の臨時休業に伴う放課後児童クラ

ブの実施に対する補助 （3億1,500万円）
○リモート授業や教育のテレワーク環境構

築などにかかる端末やシステムの整備
 （7億7,300万円）
○経営改善や新たな事業分野への進出に取

り組む中小企業・個人事業主の資金繰り
への支援 （874億5,300万円）

　カーボンニュートラル先導モデル創出推
進事業 （5,000万円）

　いばらきカーボンニュートラル産業拠点
創出推進事業 （3,800万円）

　港湾計画調査事業（カーボンニュートラル
関連分） （1,700万円）

　中小企業資金融資制度関連事業（カーボン
ニュートラル関連分） （18億3,000万円）

　カーボンニュートラル産業拠点創出推進
基金積立金 （200億円）

　いばらきフードロス削減プロジェクト推
進事業 （1,100万円）

　デスティネーションキャンペーン事業
 （1億700万円）

　看護・介護・障害福祉職員等処遇改善関
連事業 （41億1,100万円）

　介護福祉士養成校外国人留学生受入支援
事業 （900万円）

　介護職種技能実習生日本語能力向上支援
事業 （600万円）

　ケアラー・ヤングケアラー支援事業
 （900万円）

　大学進学率アッププロジェクト事業 
 （8,200万円）

　ダイバーシティ推進・啓発事業
 （2,000万円）

　台湾いばらき経済交流促進事業 （5億円）
　TX県内延伸調査検討事業 （1,800万円）
　情報化普及啓発推進事業（DX（デジタル

トランスフォーメーション）プロジェクト
推進事業分） （2,800万円）

 「新しい豊かさ」への
チャレンジ

1

 「新しい安心安全」への
チャレンジ

2
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https://ibaraki-pref.stream
.jfit.co.jp/

?tpl=play_vod&
inquiry_id=1140

講演するセルギー・コルスンスキー
駐日ウクライナ特命全権大使

　

３
月
16
日
に
、
セ
ル
ギ
ー
・
コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
命

全
権
大
使
が
県
議
会
に
来
訪
さ
れ
、
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
は
、
全
国
の
地
方
議
会
に
先
駆
け
、
２
月
25
日
に
「
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

３
月
３
日
に
は
、
白
田
信
夫
議
員
と
小
川
一
成
議
員
が
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ

大
使
館
を
訪
問
し
て
、
全
議
員
か
ら
集
ま
っ
た
人
道
的
義
援
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。　

　

記
念
行
事
で
は
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
お
礼
と
併
せ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

現
状
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
の
大
使
の
意
向
を
受
け
、
大
使
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
伊
沢
勝
徳
議
長
が
「
戦
火
の
拡
大
に
伴
い
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
力
を
背
景
と
し
た
、

一
方
的
な
現
状
変
更
へ
の
試
み
は
断
じ
て
看
過
で
き
ず
、
１
日
も
早
い
停

戦
を
切
に
望
ん
で
い
る
」
と
挨
拶
し
、
講

演
で
は
、
大
使
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
窮

状
と
と
も
に
、
多
方
面
か
ら
の
支
援
に
対

す
る
感
謝
、
復
興
支
援
に
対
す
る
思
い
な

ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
海
野
透
議
員
が
「
１
日
も
早

く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
平
和
を
取
り
戻
す
こ

と
を
祈
念
す
る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。


